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1.　はじめに
　専修大学の CALL 教室では，2014 年度 4 月から新しい CALL システムで
授業が行われている。これは定期的な機器の更新によるもので，この結果，
CALL システムのいくつかの基本機能がより便利になった。例えば学生のパ
ソコンに音声ファイルを配布したり ,　指定のウェブサイトを表示したりす
ることなどがすぐにできるようになった。
　また学生が授業時に作成した文字や音声のファイルを提出させることも簡
単になり，教師と学生間のファイルのやり取りに時間がかからなくなった。
　これまで，学生は教材の音声を受け取るには，その都度，教員の配布フォ
ルダに入り，さらに各教員のフォルダを探す必要があったので手間がかかっ
ていた。提出についても同じように，学生は各教員の提出フォルダに到達せ
ねばならなかった。そのため，教材を受け取り，それを使って学習し，その
成果を提出する回数が増えると時間も増えるので，提出回数はできるだけ低
く抑えていた。しかし，提出作業が簡略化された現在は，必要に応じて自由
に行うことができる。
　さらに今回は学生側にセンターモニターが設置されたので，英文スクリプ
トなどは書画カメラを通してセンターモニターにすぐに映すことができるよ
うになった。その結果，これまでのようにプロジェクターを利用しなくなっ
たので，プロジェクターが作動可能になるまで待つ必要もなくなり，機器操
作の時間的ロスがなくなった。
　こうしてみると、CALL 教室の更新に伴って，より効率的な環境が整った
と言えよう。そこで本稿では，新しい教室環境の中でライティングとスピー
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キングを主な目的とする経済学部 1 年生の前期授業例を取り上げ， 学生のモ
チベーションを高めるために， どのような考えに基づき，どのように CALL
を活用したかについて述べることとする。
　なお本稿で報告する CALL 授業は , 学生と教員用パソコンの OS について
は Microsoft の Windows 8.1，CALL システムはチェル株式会社のマルチメ
ディア語学教育支援システム Calabo EX v7.1 という教室環境で行われた。ま
た本稿のタイトルにある「モニター機能」とは，CALL システムの基本機能
として備わっているもので，教員が学生の発音をヘッドセットで聞いたり，
学生のパソコン画面のワード文書などを見たりできる機能である。これによ
り，ひとりひとりの学習状況を効率的に見ることができる。また，マスター
コンソールでは全部の画面を縮小して一斉に見ることができるので，全体の
学習状況と比較しながら個別にモニターすることもできる。
2.　担当クラスの様子と CALL 利用の目的
　 こ こ で 紹 介 す る の は， 経 済 学 部 1 年 の Basics of English (SW) 1a 
の授業である。これは入学後のプレイスメントテストで基礎的な英語力が必
要と判定された学生の必須科目で，主に英語で書いたり話したりするための
基礎力をつけることを目的としている。基礎レベルのクラスなので，英語に
苦手意識を持っている学生がかなり含まれている。本年度前期の受講者は 38
名で，全体として出席率は良く，38 名中 17 名は前期 15 回の授業を全て出席
した。ほとんどの学生は 3 限の授業が始まる前に着席していて，遅刻はあま
りなかった。また授業時は総じて真面目に取り組んでいる印象を受けた。
　実は Basics of English (SW) 1a のような英語表現を目的とする授業は，こ
れまでは普通教室で行ってきた。教員が黒板の前で説明をしてから，学生が
英作文をするという一斉授業の形である。その時によく見られたのが，英語
が苦手な学生が隣の学生に質問するうちに私語に発展するというパターンで
あった。それを防ぐために教室を動き回って学生ひとりひとりに対応するよ
うにしたが，時間の制約上，全員をみることはできなかった。
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　周囲への影響を考えれば私語は慎むべきものであるが , よくよく考えてみ
れば，教員が多数の学生の要求に応じ切れていないという面も否定できない。
書くにせよ，話すにせよ，英語表現では複数の答えがあるので，その場で自
分の答えを確かめたいという気持ちは自然だからである。私語にも , 授業と
全く関係ない場合とそうでない場合があるのなら，後者は解決の糸口があり
そうである。
　そこで本年は，教室を CALL 教室に切り替えることによってこの問題を解
決しようと試みた。特に注目したのが，効率的に個別対応ができる CALL の
モニター機能である。例えば，英作文の添削については，教卓から学生用コ
ンピュータの画面が次々に見えるのでクラス全員をみることができる。しか
も間違いがあれば，学生用コンピュータの間違った箇所を指摘し，その場で
ヒントを出したり，添削したりすることができる。こうしたCALLのモニター
機能を使いこなせば，このクラスの私語は解決できるのではないか，あるい
はまた，「先生に見られている」，「先生に見てもらっている」，そのどちらに
せよ，そうした意識が学生のモチベーションの向上につながるのではないか
と考えた。
3.　クラスにあった授業形態の選択（一斉授業の枠に個別学習を入れる）
　CALL 授業といえば，特別なプログラムで行う個別授業を思い浮かべがち
だが，CALL 教室であっても教員がコンソールを離れ，教室の真ん中に立っ
て口頭練習を指導したり，白板で説明したりすれば一斉授業になる。一斉授
業は教員と学生双方が顔を見ながら行う自然な良さがある一方，クラスサイ
ズが大きくなると教員は全員をくまなくみることができない面がある。では
個別学習はどうかといえば，教員はひとりひとりの様子を効率的にみること
ができるものの，学生を孤立した環境に置きやすい。
　そこで考えたのが，一斉授業の枠組みの中に CALL の個別学習を取り入
れることである。こうすれば両方の授業形態のよいところを取り入れられる
し，1年生にとっても特別な授業形態ではないのでなじみやすい。具体的には，
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基本構文などは教員が白板で全員の顔を見ながら説明し，その理解度を試す
問題や英作文は学生それぞれがパソコンで行う。教員はその間の様子を個別
にモニターするというやり方である。つまり，一斉学習でした方がよいもの
と，個別に行った方がよいものを分け，個別学習の方に CALL を使うという
ことである。
　この方法では，教員の説明と学生のタイピングが交互に行われるので，結
果的に授業展開にめりはりがつき，学生に注意を喚起しやすい形になった。
4.　CALL でモニターすることの意味
　ここでは CALL でモニターすることはどういうことなのか，授業にとって
どういう意味があるのかを考えてみることとする。
　まず，CALL のモニターは学生の発音を聞く場合と学生のパソコン画面
を見る場合の両方ができるが，どちらも機器を通してモニターしやすいよう
に調節することができる。例えば発音については，学生の声が小さければ教
員がその音量を大きくして聞くことができる。また，見たい学生のパソコン
画面をすぐに選ぶこともできる。どちらも教室のあちこちを動く必要がない
ので短い時間でクラス全員を何回も点検することができる。このように，多
くの学生の発音や英文を細かいところまで早く点検できるのが主な特長であ
る。
　では，このことが授業の中でどのような意味を持つかといえば，次のよう
な点をあげることができる。
4.1　その場の学習状況を把握できる
　教員は，自分の説明に対して学生がどのように応答するかをその場で知り
たいものである。その説明が理解されたのか，理解されているならどの程度
なのかを知ることによって，次の段階に進めるからである。特に CALL で英
作文をチェックする時は，早いスピードでできるので，ひとりひとりの問題
点だけでなく，全体に共通する問題点を把握することができる。このように
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個別及び全体の学習状況や理解度を的確につかむことによって，限られた時
間の中で，学生の立場から何が求められているかを知ることができる。
4.2　「教員の目が届いている」ことを伝えられる
　教員が学生の英文の間違いを指摘する時は，インターカムの機能を使い， 
何行目のどこがおかしいかを学生のパソコンに入って示すようにしている。
また，授業中は同じ学生に対して最低でも 5 回くらいはモニターし，その都
度声をかけているので，どの学生も教員の目が届いているということを知っ
ている。
　このことは，消極的な受け止め方としては「見られている」という意識に
なるかもしれない。しかし，学生の中に「見て下さい」という積極的な発言
があるように，学んだことに自信がある時は，見てほしいという気持ちにな
ることは容易に想像できる。学生ひとりひとりに対し，「いつも先生が見て
いる」という意識を持たせることは，CALL という恵まれた環境の中ででき
ることである。学生にとって，「その他大勢の中のひとり」として見られて
いるのと，「自分ひとり」が見られているのでは，やる気も違ってくるであ
ろう。こうしてみると，教員の目が届いているという意識は，モチベーショ
ンを喚起する大切な要素として考えることができる。
4.3　学習内容の量と質を可視化できる
　授業の中で学んだことについて，その量や質を見える形にすると，それは
教員だけでなく学生本人のためになる。特に CALL 教室のパソコンで英作文
をする場合は，授業の様子が同時進行のタイピング量として一目瞭然となる。
教卓のパソコンでは，学生全員のパソコンが縮小化されて映るので，おおま
かながら英文の量は一目でわかるのである。その場合，教員はタイピング量
が少ない画面を表示して問題点を探ることができるので，すぐに指導にいか
すことができる。
　同様に学生も隣や周囲のパソコンを見て，自分が書いた英文の量を比べる
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ことができる。英文の内容はともかく，学習量はとりあえずタイピング量と
して形になるのでわかりやすい。そのせいか，学生たちはみんながキーボー
ドに向かっている時は，自分もタイピングする傾向にある。やったことが形
になるので，それ自体がモチベーションの要素となりやすい。
　以上のように，学習量はパソコンを使うことによって，教員にも学生にも
可視化される。では，学習の質はどうであろうか。基礎レベルのクラスでは，
英作文は文法的な間違いや綴りの間違いが多い。教員は随時モニターしてい
るので間違いはすぐにわかる。その間違いの内容や量に応じて，教員は学習
の質を評価することができる。言い換えれば，教員にとって，学生のパソコ
ンの英文そのものが学習の質を表すものである。しかし同じ画面の英文をみ
ても，学生の多くは自己点検できるまでに至っていないので，学習の質を判
定することは難しい。特に短文であっても，複数の表現が可能な英作文では
教員の手助けがどうしても必要である。
　こうしてみると，学生に向けた学習の質の可視化は簡単ではなさそうであ
る。だが平均的な英作文例や，よくできた英作文例を見せて，自分がどの程
度であるかを知らせることはできる。また，よくある間違いを見せて，それ
を参考にして点検させれば，全体の質を上げることができる。そのためには
いろいろな例文を見せることが必要であり，クラス全体を巻き込んだ指導が
求められる。
　以上の考え方でよく利用したのが，CALL のモデル機能である。よくある
間違い例をみんなに見せて点検したり，反対によくできている例を見せて，
どこがよいかを説明すると，学生は自ずと自分の力を知ることになる。モデ
ㇽ機能では，すべての学生のパソコン画面に見せたい学生の画面が映るので，
こういう時には便利である。学生それぞれが，自分の英文と他の英文を比較
して点検することは，自分の学習の質を高めると同時に，自身の学習の質を
知ることにもなる。
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5.　モニターする時に心掛けたこと
　次の３項目は実際の授業に臨む際に，特に気をつけたことである。
　(1)　モニターの回数はできるだけ多くする。
　(2)　モニターの結果は，その場で本人に知らせてその場で解決する。
　(3)　モニター中の様子は，クラス全員にわかるようにして共有する。
　以上の内容に少し説明を加えると，(1) は具体的にモニター回数をひとり
につき 5 回はこなすようにした。学生の学習状況をよく見ることが，この授
業の基本的な姿勢なので , できる限り行った。
　(2) は，教員がモニターした結果を声に出して伝え，その場で問題点を解
決するようにした。学生は英文をタイピングする時はヘッドセットをつけて
いないので，遠くの学生にも届く声で伝えた。こうして，その場でできるこ
とは，できるだけその場で解決するようにした。
　(3) は , 教員がモニター中に特定の学生に声を出して説明している時，学生
たちは同時進行で英文を書いているので， その説明は全員に参考意見として
共有されるということである。これは耳から受け取るアドバイスである。一
方，モデル機能を使ってクラスの中から参考例を全員のパソコンに映せば，
英文が映るので目で見て点検することができる。このようにモニターした結
果を学生と共有することにより，学生自身が耳と目で確認ができるように配
慮した。
6.　授業目的と内容（ライティングとスピーキングの 2つを関連づける）
　この授業の目的は，ライティングとスピーキングの両方の基礎力をつける
ことである。クラスのレベルによっては，ライティングとスピーキングを違
う教材で教えることができるが，担当クラスは基礎レベルなので，違う内容
で行う方法はとらなかった。それよりは，ライティングの教科書の英文を正
しい発音で言えるようにし，応用的な例文を書けるようにしてから， 同じ内
容を日本語から英語で言えるようにした。ライティングで消化した英文をス
ピーキング練習で使いこなすという方法である。こうすれば，元の英語表現
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はライティングから来ているので基礎レベルでも消化しやすい。担当クラス
は基礎レベルのクラスであるが , その中でも学力差があるので , より確実な
方法を選んだ。
6.1　文法の教科書とライティングの応用文
  このクラスで使った教科書はケンブリッジ大学出版の Basic Grammar in 
Use Workbook with Answers の第 3 版である。これは文法の基本事項の理解
度を試すワークブックである。例文が日常生活の場面で使われるコミュニ
ケーション中心になっているのでスピーキング練習にも応用しやすい。この
テキストは解答があるものとないものがあるが , 意図的に解答のあるものに
した。学生が予習する時に，解答があればすぐに確かめられるからである。
　授業では毎回の文法事項の主な項目を 2 つくらいに絞り，白板で全員に説
明してから， それがわかったかどうかを教科書のワークで試した。その際の
理解度の確認は CALL で行った。ある程度理解ができた段階で， 応用的な日
本文を英文に直すようにさせた。このライティングでは個別にチェックが必
要になるので，CALL のモニター機能を何度も使った。授業では次のような
日本文を英文に直す練習をした。
＜ be 動詞の現在形を正しく使えるかどうかを確認する練習＞ 
（1）「彼は病気です」→　He is sick. 
（2）「私は疲れていますが，お腹はすいていません」→ I am tired but I am 
not hungry.
（3）「私の妹と私はよいテニスプレーヤーです」→ My sister and I are good 
tennis players.
（4）「お天気は，今日はよいです」→ The weather is nice today.
（5）「あなたは今うれしいですか，それとも悲しいですか？」「 今は悲しいで
す」→ Are you happy or sad right now.  I am sad right now.
（6）「あなたの両親はいかがですか？」「 元気ですよ，どうもありがとう」
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→ How are your parents?  They are fine, thanks.
（7）「どうしてあなたは私に怒っているの？」「あなたがいつも遅れるから」
→ Why are you angry with me?　 Because you are always late.
　以上のように（1）から（7）まで日本文は少しずつ長くなるように調節し
てある。初めは簡単な文でスタートし，順に長くして 20 文くらいを消化した。
これは教科書の文法事項の応用である。授業では，学生は教員の言う日本語
表現を聞いて，パソコンで英文に直した。こうした例文は教科書のレベルに
合わせ，学生が教科書をしっかり勉強していればできるものにした。
        
6.2　ライティング練習からスピーキング練習へ
　次にスピーキングの準備として , 教科書のワークで完成した英文の発音練
習をした。この間の学生の様子は教員がモニターし，注意点がある場合は次
の対面練習で助言するようにした。
　それから，その英語表現を日本語に直し，その日本語を英語表現として口
頭で言えるようにした。これらの基本的な表現が言えるようになった段階で，
応用的な日本語表現を英語で言う練習に進んだ。その場合は，一斉授業のよ
うに教員と学生が向かい合って行う方法と，CALL のペアワークを使う方法
を適宜取り入れた。一斉授業のように行う場合は，教員が日本語で言い，学
生全員がそれを英語に直すようにした。また CALL のペアワークでは，ヘッ
ドセットを通じて片方の学生が日本語で言い，もう片方の学生が英語に直し
て言うというやり方である。
　このペアの学生のやり取りも，教員がモニターしてうまくできているか点
検し，困っているようであれば，インターカムで 2 人の間に入ってアドバイ
スするようにした。そうした手順をまとめると次のようになる。
（1）教科書のワークの例文を個別に発音練習する　
　　　　　　　　　　　　　↓
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（2）クラスみんなで発音練習をする
　　　　　　　　　　　　　↓
（3）教員とクラスみんなで日本語表現を英語表現にする練習をする，または
ペアワークでペアの学生が日本語表現を英語表現にする。
　以上のような流れで発音練習をしてからスピーキング練習に入った。ス
ピーキングとはいっても短い 1 文に過ぎないので十分ではないが，基礎レベ
ルとして消化しやすいようにした。教科書の英文が日常生活のコミュニケー
ションの表現であるため，1 文ずつのやりとりでも，全体を通して聞けば自
然な会話に聞こえるので利用しやすかった。
7.　授業展開
　次の表は，経済学部 1 年の Basics of English (SW) 1a のクラスの授業展開
を大まかにまとめたものである。これは，あくまでも基本的な流れなので，
時間配分はその時の授業内容やクラスの状況で変わることもある。
時間配分 授業内容 学習目的 CALL の使い方
10 分 出席をとる
前回の単語テストの返却
当日の授業内容の説明
学習の要点を理解する マスター画面で出席を
確認する
10 分 単語テスト 語彙力をつける
10 分 教科書の重要箇所を説
明する
英文を書くための文法
の基礎を学ぶ
書画カメラで例文を見
せる
15 分 教科書の問題に取り組
む
文法事項の理解度を確
認する
モニター機能で学習状
況を点検する
15 分 応用的な英文を書く練
習
文法事項を応用して英
文を書く
モニター機能で学習状
況を点検し，モデル機
能で参考例を見せる
05 分 クラス全員で一斉に英
文の発音練習をする
音読しながら復習する
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05 分 個別の発音練習 モニター機能で発音
チェックをする
10 分 スピーキング練習
日本語から英語に直す
基本的な英語表現を言
えるようにする
ペアワークを行う
05 分 ワードで書いた英文の
提出
学習の定着度を確認す
る
提出フォルダに提出さ
せる
05 分 授業のまとめ 当日の学習の弱点補強
7.1　授業展開で気をつけたこと
　実際に CALL を使って授業をする時に，いくつか気をつけたポイントを以
下にまとめてみた。
7.1.1　授業形態に変化をつけて飽きない授業にする
　毎回の授業の流れは，一斉授業と個別学習の組み合わせで進めた。教師に
よる基本文の説明や発音指導，新出単語を覚える口頭の練習などは一斉授業
のやり方で行った。また，学生が英文を書いたり，ペアの友達とスピーキン
グ練習をする場合は，CALL の個別学習を取り入れた。授業では最初に説明
することが多いので，初めに一斉授業を行い，次に CALL の個別学習で力試
しをするという形になった。これには，ふたつの授業形態が交互に入ること
により，単調にならず，飽きのこないようにする狙いもあった。
7.1.2　教えたことを確認する
　また授業の基本単位として，教えることと，教えた内容の理解度を確認す
ることをセットにした。学生がわかったかどうかを確認してから，次の説明
に進む構成である。理解度の確認は，単語については毎回の単語テストで行
い，ライティングとスピーキングの練習については CALL のモニター機能で
チェックを入れた。
　また，学生が当日の授業で作成したワード文書は毎回提出させ，授業全体
を点検するようにした。
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7.1.3　「教卓にいる時間」と「学生の間にいる時間」のバランスをとる
　CALL のような機器を使う授業では，油断すると機器に頼り過ぎた授業に
なることがある。人と人の交流が減って，教員も学生も機器と向かい合う時
間が増えすぎると味気ない授業になりやすい。授業の波をつくるためにも，
CALL と一斉授業の使用目的をよく考えて，バランスよく時間を配分するよ
うにした。
 
8.　今後の課題
　前期授業を終えて，過去の同じころと比べてみると私語は格段に減り，も
はや問題にならなくなった。CALL 授業になってから学生はパソコンを使っ
て書くことが増え，しかも書いた内容が教員にモニターされているので，何
もしないわけにいかず，自然に私語などしている暇がなくなったのであろう。
　授業に機器を入れることによって，いままで漠然としていたものが形に
なったり，証拠が残ったりするということは，ある意味でごまかしのきかな
い場で学ぶことでもある。たまにはこうした緊張感もいいのかもしれない。
　全体としてみれば，CALL は多くの学生に恩恵をもたらしたのであるが，
それでもまだ，対応しきれていないところがあるのが現状である。特に平均
的な学力に追いついていない学生に対しては，CALL よりはきめ細かな対面
指導が好ましいが，同じ授業内に特別の時間を取ることは難しい。これが次
の課題だと思っている。
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